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たかもしれない。フランス革命前夜、フランクリンを委員長とし、王直属
の科学界の権威者らで結成された調査委員会で、メスメルの理論は徹底的
に否定された。そこには様々な感情と利害と思惑があったろう。結局アル
モニカもまたメスメルと運命を共にする結果となった。
18世紀以降「科学」の専門化が進むにつれ、各専門分野の研究は互い
に垣根を作り、深みを増していった。しかし、科学と音楽は自然や人間を
対象にしている限り、時代思想や社会の産物として照応関係にあるだろ
う。アルモニカの運命は、音楽が、医学、生理学、心理学、そして電気・
磁気学とも深い相互関係をもっていることを教えてくれる。
この小論を執筆するにあたり、株式会社東芝と米国International Fuel 
Cellsでエネルギー機器開発を担当されていた池田紳一氏に、電気に
関する理論的知識と助言を賜りましたことを深く感謝いたします。
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要旨
18世紀において、「科学」をめぐる諸状況は変化し、宇宙や自然現象、
そして身体に対する眼差しが大きく変わってきた。それと共に健康や疾病
の観念も変化し、音楽と身体の関わりもまた変化してきた。
これまで自然科学と音楽の関わりについては、主に、音響学理論が直接
反映している調律法や和声理論について研究が積み重ねられてきた。近年
では生理学や医学、精神医学、電磁気学などもまた音楽観や音楽現象に影
響していることが指摘されている。
本稿では、18世紀後半に人々を魅了し大流行したにもかかわらず、健
康をそこね死に至らしめるとまで噂されて音楽界から姿を消し、今もなお
不思議な伝説の謎から解き放たれていない楽器「アルモニカ」について論
述した。
アルモニカは、大きさの異なる複数のガラスの椀の縁をこすって音を発
生させ、音楽を奏でる楽器である。この楽器の特異な点の一つは、18世
紀、「科学」の転換期に、近代科学に重要な成果を残した二人の人物が、
パリの社交界を舞台にそれぞれ独自の科学理論を掲げてその楽器に関わっ
たことである。一人はアルモニカの発明者であり、雷の正体が電気である
ことを証明したベンジャミン・フランクリン、もう一人は近代力動精神医
学の祖とされ、治療プロセスでアルモニカを用いたフランツ・アントン・
メスメルである。ところが、二人はメスメルの理論体系をめぐって科学的
対立軸に位置することとなり、メスメルの失脚によってアルモニカもその
運命を共有することになった。
これらのいきさつについて、本稿では18世紀の神経学や電気の理論の
進歩による生命観のパラダイムシフトを主軸に、音楽の心身への影響、フ
ランクリンの電気理論、メスメルの動物磁気理論との関わりを調査し、そ
れらがアルモニカの興亡にどのように影響したのかを分析した。その結
果、アルモニカの流行と不名誉な噂の中での凋落が、18世紀の「生命科
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学」と音楽観との関係の中でうまれた必然的な帰結であることが指摘さ 
れた。
18世紀以降、科学と音楽は専門分化の道をたどってきたが、共に自然
や人間を対象にし、時代思想や社会の産物として照応関係にあると思われ
る。アルモニカの運命は、音楽が、生命をめぐる諸科学、すなわち医学、
生理学、心理学、そして電気・磁気学とも深い相互関係をもっていること
を教えてくれる。
